


　金沢では、平成２年(1990)から２年ごとに、国際的な公募展である「国際ガラス展・金沢」が開催されています。その前身となる「国際工芸デザイン

交流展」(1982)と「国際ガラス工芸展」(1984)をはじめ「国際ガラス展・金沢」に出品された作品の一部は金沢市に所蔵されています。この展覧会は、

それらのガラス作品の中から特に1980年代に収集された作品を中心に展示し、金沢におけるガラス工芸とガラスアートの始まりを考えるための一つの

原点に目を向けてみようというものです。

　古い歴史を持つ日本の文化と伝統工芸技術を保持伝承することで世界に知られる金沢では、

藩政期以来、新しい文化の招来にも積極的にとりくんでいます。その金沢において、「ガラス」と

いう新しい生活文化や産業を育てるとともに、他の工芸や産業分野に対して創造性を触発してい

くことも期待されたのが国際ガラス展です。そして３０年が経過した今、その初期の作品からは、

多くの作家に影響を与えてきたガラスの表現の可能性や、魅力的な美しさを見ることができます。

多様な展開をみせるガラス作品の数々をご覧下さい。

（公財）金沢芸術創造財団

金沢卯辰山工芸工房
〒920-0832  金沢市卯辰町ト10番地  TEL076（251）7286  FAX076（251）9113
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［URL］ http://www.utatsu-craft.gr.jp
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JR金沢駅下車
金沢駅バスのりば90番路線、望湖台下車、徒歩7分
JR金沢駅より約10分
北陸自動車道、金沢東ICより約15分

金沢卯辰山工芸工房
平成25年度特別展 ガ ラ ス・光 と 色 と

ウフ・ポールセン 〈デンマーク〉

 オイヴァ・トイッカ
〈フィンランド（ヌータヤルビ社）〉

スヴェン・オーケ・カールソン
〈スウェーデン〉1986

オーサ・ブラント
〈スウェーデン〉

オーサ・ブラント
〈スウェーデン〉

ハンス・レーデル
〈ドイツ〉1989

パヴェル・フラヴァ
〈チェコスロバキア〉
1988

レナード・へーソング
〈ドイツ〉1985

チャイ・ムンク
〈デンマーク〉1985

竹内 伝治
〈日本〉1987

国道8号線

至
福
井

至富
山

香林坊

武蔵が辻

彦三大橋

天神橋

浅野川大橋

金沢市役所

浅
野
川

望
湖
台

金沢東IC

北陸
自動
車道

金沢卯辰山工芸工房

P

鳴和

山の上

金沢城公園

兼六園

JR金
沢
駅

金沢21世紀
美術館

卯辰山
公園


